









タンパク質を介してアクチン繊維と結合し、そこにミオシン II が作用する。近年、ミオシン II



























II を阻害すると球形のスフェロイドを形成した。培養開始直後からミオシン II を阻害すると細
胞同士が接着しないため、AJ の形成にはミオシン II の力が必須だが、その後のスフェロイドが
形を球形へと変える過程では、ミオシン II の力は必須ではないと考えられる。細胞同士が接着
し、球形のスフェロイドを形成するという過程で、ミオシン II の力が必要な時、不要な時があ
り、このミオシン II の力に依存した AJ の発達、衰弱が適切な上皮形態形成には重要なのかもし
れない。 
【参考文献】 
(1) Miyake, Y., et al., Exp. Cell Res., 312, 1637-1650 (2006) 
(2) Yonemura, S., et al., Nat. Cell Biol., 12, 533-542 (2010) 
(3) Watabe-Uchida, M., et al., J. Cell Biol., 142, 847-857 (1998) 
 
 
